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表紙写真解説 A）シロイヌナズナにおけるmicroRNAの
機能発現パターンの解析例：miR165/166の機能領域を，緑
色蛍光タンパク質（GFP）を用いてモニターするレポーター遺
伝子を用いた形質転換シロイヌナズナ幼植物体の茎頂付近の横
断面．（左）コントロール （右）緑色はmicroRNAが機能発現
していない領域（赤色は自家蛍光）．

B）ハエ胚中で末梢神経系特異的な発現を示すmiR–263a．

C）ゼブラフィッシュ胚（受精後25時間）における，
miR–206 の体節特異的な発現．（上）左側面から撮影，（下）
背側から撮影．

［写真提供：A）上野宜久，町田泰則（名古屋大学大学院理学研
究科生命理学専攻形態統御学講座），B）岡村勝友（Memorial
Sloan–Kettering Cancer Center New York），一色孝子（国
立遺伝学研究所新分野創造センター細胞系譜研究室），C）日下
部りえ（神戸大学大学院理学研究科生物学専攻）］
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